


あるひ、パンダくんが起きると、体が真っ白になっていました。

「あれえ？

　これじゃあパンダじゃなくてシロクマだよ。」



「鳥さん、鳥さん。ぼくの黒い部分、知らない？」

「知らないなあ」



「カメさん、カメさん。ぼくの黒い部分、知らない？」

「知らないなあ。」



「どこにもないなあ。

　きょうはもうおうちへ帰ろう」



「あれ？

　やけに静かだぞ？　

　みんなはいないのかなあ？」



おうちにかえったパンダくんは思い出しました。

「そうだ。

　仲間がみんな捕まっちゃって、ぼくは悲しくて泣いていたんだ。

　だから真っ白になっちゃったんだ。」



パンダくんはみんなのことを忘れていた自分のことも悲しくて、1日じゅう泣き続けました。

次の日、パンダくんは悲しい気持ちでいっぱいで、真っ黒の体になっていました。
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